
 

 

 

 

 

 

 

第 1912 回例会 

平成 29 年 4 月 10 日(月) 
12:30～ 海南商工会議所 4F 

 

１．開会点鐘 

２．ロータリーソング       「我等の生業」 

３．出席報告 

会員総数 44 名   出席者数 27 名 

出席率 61.36％  前回修正出席率  77.27％ 

 

４．会長スピーチ      会長 上野山 雅也 君 

皆様、こんにちは。最近の陽

気のせいか桜も散り始めてい

るみたいです。前週は、「花見

例会」という事でしたが、花を

見ることもなく終了いたしま

したが皆様、夜の花見見学に行

かれたのではないかと拝察い

たします。 

始めに、昨日、2640 地区 2016-2017 年度地区決議

会（地区立法案検討会）に選挙人として山畑幹事と出

席してまいりました。詳細については、来週発表いた

したいと思いますが、議案は、すべて承認されました。 

さて、本日は、新入会員の山添さん、赤松さんの卓

話を予定しております。ご両人は後程よろしくお願い

いたします。お二人とも偶然にも、高校球児であった

と聞いております。5月に予定しておりますわが海南

東ＲＣ野球部の甲子園での試合において、大きな戦力

となる事を期待しています。 

野球の話で面白いコラムがあったので、私の思いも

含め紹介いたしたいと思います。日経新聞のスポーツ

欄でありますが、先日のワールド・ベースボール・ク

ラッシック（WBC）で日本選手が、米国の投手に抑え

られたのは、「日本では、見ない球筋」いわゆる「動

くボール」と言う事でした。使用ボールの違いもあり

変化の割合が高く点差以上に開きを感じさせられた

とありました。普段からあのような球に接していれば

ということで思い出したのが、楽天の三木谷オーナー

が、個人的見解とし外国人枠撤廃の話をしていたこと

を思い出し「少子化もあるし、日本人選手だけで今後

いけるのか？日本人でも外国人でも最高のプレーを

すればいいので、世界レベルのリーグにしようとする

ならば国籍にこだわっている場合ではないのではな

いか」と世界を相手に戦うリーダーとしては、当たり

前の意見であるのでしょう。 

全面的な「市場開放」については慎重論も多く、長

くメジャーで投げた球界 OB に、もし外国人枠を撤廃

したらと尋ねると「プロ野球は、全員外国人選手にな

る」と断言されたそうです。外国人だけの球団もあっ

ても面白そうですが、全部そうなったら日本人選手の

レベルアップどころの話ではなくなってしまいます。 

国際化と日本人選手保護の最適のバランスとは？

難しい問題であると思います。今のところ、トランプ

大統領もメジャー球団オーナーも自信があると見え

てアメリカ至上主義と保護貿易の件では、ベースボー

ルについて異存はなく自由貿易を受け入れている模

様であります。 
 
５．幹事報告                 幹事 山畑 弥生 君 
○例会臨時変更のお知らせ 

 有田南ＲＣ  4 月 11 日（火）→ 4 月 13 日（木） 

12：30～橘家 

          (40 周年記念例会打ち合わせ） 

4 月 18 日（火）→ 4 月 18 日（火） 

11：00～ 橘家 

(40 周年記念例会) 

和歌山中ＲＣ 4 月 28 日（金）→ 4 月 28 日（金） 

19：00～ アバローム紀の国  

 
６．新入会員卓話         
○山添 雅生 君 

 皆さん、今日は。私は元高校

球児で、海南２中の時、キャプ

テンで 3 番バッター、キャチャ

ーでした。3年生の時、東海大相

模高校からスカウトされたこと

もあります。ただ、高校は知り

合いの関係で和歌山工業高校の

野球部に入りました。成績はベスト４まで勝ち進むも

のの大事な試合で負けてしまい甲子園へはいけませ

んでした。今回、ロータリーの甲子園野球大会への参

加を楽しみにしています。 

私の職業は、運転代行業です。日頃は皆さんに大変

No.1912

ＲＩ会長 会長ジョン・ジャーム  会長 上野山 雅也    幹事 山畑 弥生   ＳＡＡ：大江 久夫 

D i s t r i c t  2 6 4 0  J a p a n

四つのテスト 言行はこれにてらしてから 

①真実かどうか  ③好意と友情を深められるか 
②みんなに公平か ④みんなのためになるかどうか 

事務所 〒642-0002  
海南市日方 1294 (海南商工会議所 4F) 
TEL:073-483-0801 FAX:073-483-2266 

http://www.kainaneast-rc.jp   E-mail：info@kainaneast-rc.jp 



お世話になっています。折角の機会ですので、私の仕

事についてお話させていただきます。運転代行業とは、

主に飲酒により車を運転することができなくなった

お客様の依頼に応じて、お客様の車にお客様を同乗さ

せて運転を代行する営業のことです。運転代行業は昭

和 50 年頃から主に交通手段が自家用車主体の地方都

市において発達し、社会の新しいニーズに応えるサー

ビスとして定着しています。 

特に近年、飲酒運転に起因した悲惨な事故の発生を

契機に、飲酒運転根絶に向けた取り組みが加速するな

かで、飲酒運転根絶の受け皿として運転代行業の社会

的役割に期待が高まっています。 

①運転代行業法(自動車運転代行業の業務の適正化に

関する法律)平成 14 年 6 月施行 

運転代行業は、運転代行業における交通安全と利用

者保護を目的として、運転代行業者の認定制度によ

り、業務の適正化を推進する法律です。 

②運転代行業の要点 

1.運低代行業者は都道府県公安委員会の認定を受

けなければなりません。〈適正な事業な確保〉 

2.顧客車を運転するドライバーは普通第二種免許

を取得していなければなりません。〈交通安全の

責務〉 

3.代行業に用いる随伴車すべてに損害賠償措置を

講じておかなければなりません。〈利用者保護の

責務〉 

③運転代行業の営業形態 

運転者が 2人 1組となって、1人が顧客車にお客様

を乗せて目的地へ向かい、もう 1人が随伴車で顧客車

を追随します。目的地へ顧客車を運搬したのち随伴車

で 2人が帰社します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○赤松 昭二 君 
このたび海南東ロータリーク

ラブに入会させて頂きます、赤松

昭二と申します。昭和 38 年生ま

れの 53 歳で、妻全世 50 歳・長男

祐弥 28 歳・次男将成 26 歳・三男

淳史21歳3人の子供がおります。

よろしくお願い致します。 

 元々は奈良県五条市出身で、昨年 3月海南市に来る

まで 52 年間奈良県を離れた事が無かったのですが、

縁あって昨年 1 月に有田市の同業他社㈲江川組との

Ｍ＆Ａが成立し、こちらに移住する様になりました。

当初 2 ヶ月は奈良から通勤していたのですがあまり

の大変さに今現在は、マリーナシティのマンションに

て一人住まいしております。こちらには知り合いが一

切居てなかったので、こうしてロータリークラブに入

会させて貰ったことによって一度に沢山のお知り合

いが出来、共に楽しく行動させて頂ける事を大変嬉し

く思っています。 

 昔から野球が大好きで、私自身も選手として学生時

代また軟野連の草野球チームで 30

歳中頃までプレーをしておりまし

た。特に野球の面白さ・奥深さを再

認識出来たのが、長男が小 2で少年

野球に入部した折、そのチームのコ

ーチとして就任し、それから三男卒

部まで延 8 年間指導者をしていた

際、学生時のプレーヤーの時には考えた事のなかった、

試合の組立、選手起用・対戦相手との駆け引きなど、

野球は良いプレーだけで結果が残せるのではなく、采

配など目に見えない部分全てが一致した時、良い結果

に繋がるって事の違う野球の側面をみた事です。その

良い結果を如何にして残すか?指導者に入った当初、

チームが低迷している時期があって、その事が重大な

課題でした。悪い結果＝モチベーションの低下＝活況

のないチームと負のスパイラルそのものでした。それ

を如何に改善出来るか？が問題で、指導者の勉強はさ

ることながら、選手を如何にして育てるか？が最終の

答えでした。その時私自身が勉強になった事は、子供

達の性格・能力の違いを見抜き、一定の教え方では無

く各子供の能力・正確にあった指導を子供目線で行う

事が大切であると気付いた事です。 

 これは会社経営に於いても共通する点で、社員教育

でも同じだと思います。いかに社員のモチベーション

を高めるか・的確な経営戦略を練るか・競合他社との

正確な分析が出来るかなど、今思えば、この様な経営

能力も野球人生を通じて勉強をさせてもらい、一部養

われてきた様に思われます。 

 こんな好きな野球に再度、このロータリークラブ加

入で携われる事、まして甲子園球場でプレーできる事

を大変嬉しく思っております。甲子園出場に当たり会

計から多額の費用捻出をして頂いているからには、し

っかりトレーニングを積んで練習をし、みんなで精一

杯戦って必ず勝利してきます。そして各方面から出来

るだけ沢山の祝儀を集めてきますので、宜しくお願い

します。 

 私は今、奈良県五條市㈱AP テクニカルと和歌山県

有田市㈱エカワというコンクリート圧送工事業の 2

つの会社を経営しています。コンクリートポンプ車と

いう車を使って、ビルや橋などインフラ整備する時の

コンクリートを送る役目の仕事をしています。今現在、

携わっている主要な物件は、新海南市役所や和歌山駅

前の 17 階建マンション・合同庁舎など多数あります。

今後は阪和道拡張工事・有田バイパス・水門工事など

多くの大型物件にも携わらせて頂きます。私がこちら

に来る以前から感じていた悲しいことは、和歌山の

我々圧送業界はまとまりに乏しく、過当競争の折から

大変低料金での施工を強いられ、健全経営など到底出



来ない様な業界でありました。ポンプ車輌は、20 年

経過した様な老朽車両が大半で入れ替えも出来ずに

危険と隣り合わせの状態で作業している現状です。奈

良の会社 AP は、5府県統

一の安定した協同組合・

近畿生コンクリート圧送

協同組合の組合員で、私

はそこの副理事長の職責

にあり、近圧協は、原則

価格競争なしの安定した事業者団体の為、価格も安定

しております。奈良と和歌山との料金を比較するとこ

ちらが約 3割～4割低く、同じ仕事に於いて大変な料

金格差があり、それを改善すべく昨年 3月より県下全

ての大型保持の同業者を集結させ、業界底上げの為の

意識改革をしてきました。大半の経営者が他力本願的

性格に感じた為、当初トップダウン方式での業界再建

を模索していたのですが、途中色んな問題が発生し、

紆余曲折を経てやっと自主的に事業構築に取り組む

姿勢に変わってもらい、1年かかって本年 4月より料

金改定をする運びとなりました。業界再建を現在の和

歌山では任せる経営者が居ないと感じた事もあり、他

地域から来た私がリーダーシップをとって事業を進

めるに当たり、当初はみんなから猜疑心を持って見ら

れ警戒されていました。ところが、みんなで取り組め

ば底上げ出来ると前向きな気持ちに変わった時期か

ら、今まで和歌山にはここまで引っ張ってくれる人が

いなかったと、少し喜んで貰って受け入れてくれる様

になりました。 

 平成 6 年私が 31 歳の時、父親の不慮の死去があり

経営面・精神面で大変苦しい時期がありました。その

時、人の怖さまた、有り難さを体験した事が自分の中

でそれまでと違った人間観が生まれました。怖さの事

は話しませんが、それが反面教師となり、そんな人間

には絶対にならない様にしようと心に誓ったもので

す。有り難さは、父親の死去すぐ奈良の会社が少し経

営難に陥り、その時即座に手のひらを返して潰さんと

ばかりに攻撃してきた者もあれば、その反面、その人

の利益にも成らないのに私に愛の手を差し伸べてく

れた人も居てくださいました。そんな周りの人の心の

温もりが、苦しさに諦め何回も挫折しそうになった心

に凄く勇気を与えてくれました。その時思った事は、

必ず立ち直って困った人有らば、自分の出来る範囲で

助けになれる人間を目指そうという事でした。その様

な経験が有ったが故に、ロータリーの精神にも共感が

持てて、この会に入会させて貰って、経営面含め人生

経験豊富な諸先輩方から色んな事を学んで人間力を

高め、人としてまた、一経営者として成長し、その時

の恩返しを出来ればと思っています。 

 まだまだ未熟者でありますし現役世代なので、今後

どこまで活動できるかわかりませんが、特に若手世代

の皆さま方と意識の共有し親睦を深めさせてもらい

ながら、出来る限りいろんな活動に参加させて頂きた

いと思います。ご教示の程、よろしくお願い致します。 

 それと、今日この様な場所にいられるのも地元人で

ない私の推薦人になってご尽力頂いている野球部監

督の岩井様・幹事の山畑様のご縁のおかげです。感謝

しております。 

 最後に皆様方には私のロータリー入会に際し、入会

式・新入会員歓迎会など大変嬉しいお迎えをして頂き、

御礼申し上げると共に入会卓話と致します。 

 ありがとうございました。 

 

７．閉会点鐘 

 

次回例会 

   第 1913 回  平成 29 年 4 月 17 日(月) 

12:30～ 海南商工会議所 4F 
会員卓話 ＰＥＴＳ報告 

会長エレクト 中西 秀文 君 
 
 

 

 

 

田岡 郁敏 君  山添さん、赤松さん、今日はよ

ろしくお願いします。 

上野山 雅也 君 山添さん、赤松さん、卓話宜し

くお願いします。 

山畑 弥生 君                〃 

大江 久夫 君        〃 

小椋 孝一 君  欠席が多くて申し訳ございませ

ん。紀美野町が You Tube で取り

上げられています。Inbound も多

いです。 

寺下  卓 君  今朝、マスターズの試合をテレ

ビで見ました。ゴルフの師匠の

大澤さんが、亡くなったのは、

残念です。また、山添さん、赤

松さん、卓話宜しくお願いしま

す。 

ＩＤＭ １組  残金 

ＩＤＭ ２組  残金 

 

 

 

 

ロータリーが「国際奉仕ウィーク」に参加 
  

ロータリーは、多くの奉仕団体が協力して活動する

「 国 際 奉 仕 ウ ィ ー ク （ International Week of 

Service）」（2017 年 3 月 25～31 日）に参加します。 

毎年、世界中のロータリー会員が海外や地元でのボラ

ンティア活動に費やす時間は、報告されているだけで

も 1600 万時間に上ります。 

国際奉仕ウィークに関する情報と参考資料は、

weekofservice.org をご覧ください。 

このイベントの参加団体は以下の通りです：ライオ

ンズクラブ国際協会、国際ロータリー、オプティミス

ト・インターナショナル、国際青年会議所、キワニス・



インターナショナル、Moose インターナショナル、ソ

ロプチミスト、ワイズメンズクラブ国際協会、パイロ

ット・インターナショナル、Sertoma Inc。世界中の

ロータリー会員は、毎年、何百万時間という膨大な時

間をボランティア活動に捧げています。  (抜粋) 

 スリデルノースショ

ア・ロータリークラブ（米

国ルイジアナ州）会員のシ

ャロン・ニュートンさんは、

地元の中間施設（医療施設

や老人福祉施設と家庭と

の中間的な位置づけの施

設）でボランティア活動をしています。この施設では、

介護に頼らない自立した生活に必要な支援、仕事のあ

っせん、相談、リソースなどを提供しています。 

 イスラマバード・ロータリークラブ（パキスタン）

会員のタイヤバ・グルさんは、ロータリーの支援によ

り運営されているカイバル・パクトゥンクワ州の保健

センターで責任者を務めています。グルさんは、アフ

ガニスタン難民が暮らす部族境界地域での予防接種

にあたる地元の予防接種員たちとともに活動してい

ます。 

 1991-92 年度国際ロータリー会長、ラジェンドラ K. 

サブーさんがリーダーを務めている活動では、インド

の医師とボランティアロータリアンのチームが、キガ

リ（ルワンダ）にあるキガリ大学病院とルワンダ軍病

院で、10 日にわたり 351 件の手術を行いました。 

 ロータリアン、オー・ジェ・クウォンさんは、安東

ヤンミョン特別養護学校（韓国）にある温室で生徒た

ちに園芸を指導しています。この学校では、ロータリ

アンから寄贈された園芸施設を使って、知的障害や情

緒障害、自閉症の生徒たちのための職業訓練を行って

います。 

 韓国とモンゴルのロータリアンが協力して「Keep 

Mongolia Green（モンゴルに緑を）」プロジェクトを

実施しました。モンゴルでは、家畜の過放牧が一因と

なって、砂漠化と土壌侵食の問題が深刻化しています。

5年間にわたるこのプロジェクトでは、25 万本の植樹、

インフラの建設、地元農家への指導を行っています。 

 サンニコラス・デ・

ロス・ガルザ・ロータ

リークラブ（メキシ

コ）会員のジェラル

ド・モリナさんは、地

元の移動クリニック

で無料の医療診断を

行っています。複数のロータリークラブが共同で、医

療機器と移動設備を寄贈しました。 

 ピラーノルテ（アルゼンチン）ロータリークラブの

会員は、幼い子どもたちに衛生習慣と病気の予防につ

いて教える「Clean Hands」（清潔な手）プロジェクト

を実施し、子どもたちに衛生キットを渡しました。 

 ロータリアンは、2005 年に米国ルイジアナ州を襲

ったハリケーン「カトリーナ」によって破壊された

10 カ所以上の施設の修復と再開を支援しました。 

2018-19 年度 国際ロータリー会長に 

サミュエル・オオリ氏 （ウガンダ） 
 

国際ロータリー会長

指名委員会が開かれ、

2018-19 年度会長として、

カンパラ・ロータリーク

ラブ（ウガンダ）所属の

サミュエル・オオリ氏を

満場一致で指名しまし

た。対抗候補者が出なけ

れば、10 月 1 日をもって

オオリ氏が会長ノミニ

ーとなります。 

オオリ氏は、ロータリーには「変化をもたらそうと

する驚くべき情熱」があるとし、会長として「この情

熱と誇りを生かして、すべてのプロジェクトが平和と

繁栄の原動力となるようにしたい」と考えています。 

ロータリーのリーダーとしてのオオリ氏の一番の関

心は、会員増強と拡大です。ウガンダでは、自身が地

区ガバナーを務めて以来、クラブ数がわずか 9クラブ

から 89 クラブにふくらみました。もっと多くの女性、

青少年プログラムの参加者、学友、地域社会の人びと

にロータリーに参加してもらい、今後数年間にロータ

リー会員を増やすために、元リーダー、現リーダー、

未来のリーダーの協力が必要だと訴えます。 

「ロータリーのない場所、また、入会を誘われたこ

とのない潜在的会員が多く存在する」とオオリ氏。「問

題は、ロータリアンが入会した後で、扉を閉ざしてし

まうことです」 

Institute of Corporate Governance of Uganda の

現 CEO。以前には、アフリカ開発銀行、ウガンダ商業

銀行、ウガンダ開発銀行の取締役でした。ハーバード

ビジネススクールを含む米国、英国、日本、スイス、

タンザニアの教育機関で、法律、雇用関係、経営、企

業資源管理、マイクロファイナンス、マーケティング

を学びました。 

1978 年にロータリー入会。以来、ロータリー財団

地域コーディネーター、RI 会員組織地域コーディネ

ーター、国連環境計画と国連人間居住計画への RI 代

表、RI 理事、インターナショナル・ポリオプラス委

員会委員、薬物乱用防止タスクフォースメンバー、監

査委員会の委員、ロータリー財団管理委員、ロータリ

ー財団財務委員長、投資委員会委員を歴任しました。

ロータリー財団ベネファクターであり、ノラ夫人とと

もにメジャードナーとポール・ハリス・フェローでも

あります。 
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